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はじめに

ババガレイ Microstomus achne
2

ゆうがんそく

有眼側

むがんそく

無眼側

・日本周辺に分布
・水深50m～400m

・地方名「なめた」
・三陸地域の年取り魚

産卵期のメスは大きな卵を
持ち、特に価値が高い！



はじめに

岩手県におけるババガレイ漁獲量の推移
3
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漁獲方法
・底曳網
・底刺し網
・カゴ など

長期的に見ると
大きな変動…



はじめに

資源変動の要因は不明

→資源評価の基礎となる生物学的特性に関する情報が少ない
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年齢と成長に関す・耳石・鱗より9歳程度まで観察
る知見

年齢と成長に関する知見

・耳石の表面観察より9歳まで報告（笠原1953）
・若齢魚の移動特性（石戸1972)

資源の把握には正確な成長特性が必要…



はじめに

本研究の目的
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東北太平洋沖で採集されたババガレイの年齢査定法を確立し

年齢と成長の関係を明らかにすること

一方で…

近縁種のDover sole(Microstomus pacificus)

耳石薄片法による観察

雄→56歳・雌→51歳まで推定( JR Hunter,1990 ) 

同様の特性を持つ可能性



方法6

魚体測定

体長 SL (mm)

体重W（ｇ）

生殖腺重量GW（ｇ）

生殖腺指数GSI
（生殖腺重量(g)／体重(g)×100）

摘出耳石

耳石輪紋の観察
・表面観察
・耳石横断薄片観察



方法 耳石横断薄片の観察7

土台に耳石核を揃え並べる

200℃で加熱

短軸方向に
切断

エポキシ樹脂に包埋 耳石横断薄片

実体顕微鏡により撮影した画像

輪紋数の計数
耳石縁辺部の観察



方法 耳石を用いた年齢解析8

・耳石縁辺部の観察→輪紋形成の周期性

・表面・薄片での輪紋計数の比較

・GSIから年齢起算日の算出

・年齢査定結果から年齢と体長の関係を求める

Von Bertalanffy の成長式：𝑺𝑳𝒕 = 𝑳∞(𝟏 − 𝒆
−𝑲 𝒕−𝒕𝟎 )

R3.2 (R Development Core Team, 2018)



表面観察 有眼側と無眼側の比較9

無眼側 有眼側



表面観察 体長別の比較10

SL 120mm耳石径2.1mm 7GH8SL 213mm耳石径3.0mm 

7GH813AB11

SL 354mm耳石径4.3mm 

9DE2



耳石横断薄片の観察 加熱前と加熱後の比較11

加熱後
・透明帯との差が明瞭
・研磨の簡易化



12 耳石横断薄片の縁辺部観察

14AB10

10AB4

透明帯

不透明帯



耳石縁辺部における不透明帯出現率の推移13
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GSI平均値の月変動14
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年齢査定結果15

雄の年齢と体長の関係
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年齢と体長の関係16
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採集したババガレイの体長分布17

22

90

140 139

105

57

24

3

0

20

40

60

80

100

120

140

150 200 250 300 350 400 450 500

サ
ン
プ
ル
数

SL(ｍｍ）



年齢別の体長構成18
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表面観察と横断薄片法による計数結果の合致率20
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表面観察による年齢査定が過小評価



輪紋数が過小評価される理由21

縁辺付近の輪紋間隔が狭い
透明帯と不透明帯の色の差が曖昧…

8輪

10輪

SL:395mm



本種の年齢査定22

・既報知見は表面観察で9歳( 笠原1953）

・耳石横断薄片法による観察で雄18歳/雌23歳

耳石横断薄片法が適している
成長が遅く長寿である
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岩手沖で採集したババガレイの特徴23
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岩手沖サンプルの年齢別の体長構成



まとめ

耳石横断薄片法による断面観察
透明・不透明帯の差が明瞭＆縁辺部まで識別可能…最適な年齢査定

耳石＝年齢形質輪紋形成の周期性･･･

GSIの月変動･･･産卵ピーク＝３月

年齢起算日を
４月１日とした年齢
査定が可能



これから26

耳石による年齢査定精度の向上
輪紋径を用いた偽輪の判別

生殖腺の組織切片による成熟度の把握
岩手沖のデータと東北広域で採集されたデータと比較

大型個体のサンプル数を増やし、生活史全体に渡るババガレ
イの特性の理解
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